
 

 ５月２８日（火）の１１：２０～１３：００に、本年度最初の学校運営協議会を実施

しました。今年は、８人の委員の皆様にお願いし、学校運営についてご意見をいただき

ます。早速、学校教育目標「あいさつ 笑顔 思いやり すすんで学ぶ南っ子」の「あ

いさつ」について、「環境・あいさつ班をつくって学校運営協議会委員持ち回りで担当

したらどうか。」「家庭内でのあいさつの様子も知りたい。」「地域全体であいさつを広げ

ていこう。」など貴重なご意見をたくさんいただきました。学校としても、まずはオー

プンスクール、授業参観などにたくさん足を運んでいただけるように働きかけていきま

す。本校では、この会を通称「南 ba 小会（なんばしょうかい）」と言います。まさに、

その名のとおり、子ども達の育ちのために、何をしていくかを具体的に考える貴重な会

になりました。委員の皆様、どうぞ、これからもよろしくお願いします。 
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貴重なご意見をいただきました～第 1回学校運営協議会から～ 

 
 

天まで届け！ ゴーヤカーテン ～ 4 年生の苗植え～ 

 ４年生が、毎年恒例のゴーヤの苗を植えました。ゴーヤカーテンを作るという、自分たちにできる
環境を守る具体的な取組です。こうした体験による学びは地域学校協働活動によるものです。この活
動も多くの方々に支えていただいています。苗を提供してい 
ただいている紫藤様、植え方の指導をしてくださる南部町民 
センターの冨永センター長、地域と学校を結ぶ地域学校協働 
活動推進員の内田様。たくさんの方々に見守られて、４年生 
は苗を大切そうに両手で持って、丁寧に植えていました。 
４年生は毎日ゴーヤの成長を観察し、水をやり、嬉しそう 

に育てています。４年生、そして、活動を支えてくださって 
いる方々の思いを受けて、天まで届くようにすくすくと育っ 
てほしいものです。 
 

 

 

 

 

 

 

児童集会で、環境委員会が発表 ～環境 ISO宣言～ 

５月３１日（金）の朝、環境委員会による児童集会を実施しま 
した。音楽室に集まった全児童の前に現れたのは、環境委員会な
らぬ「環境ボランティア隊エコレンジャー」でした。節電・節水
や分別、ペットボトルのキャップ集め等の活動は何のために行う
のか、活動の結果として生み出されたお金は、どこで、どのよう
に活用されているのか、環境ＩＳＯ宣言に係る多くの内容につい
て寸劇やクイズ形式で、具体的でわかりやすい説明をしてくれま
した。 

            本校では「対話・交流」を大事な柱としていますので、その発 
表を受けて、自分たちが感じた感想を交流しました。「集めたキャ 
ップが外国のこどもたちのワクチンに使われているとを知ったか 
ら、頑張って行動していきたい。」といった、一人一人が心に感じ 
たことを発表し合った有意義な時間でした。 
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